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コ〜ペルー）原産の多年草または低木（日本など温帯では一年草）で，草丈は 40 〜 60cm。茎は多数に枝分
かれし，卵状披針形の葉は互生で柄が長く，7 〜 9 月頃，直径 2 〜 3cm，雄しべ 5 〜 8 本，5 〜 7 裂した花
冠の白い花を横向きにつけます。花後，上向きに緑色で内部に空洞のある細長い実がなり，熟すると赤くな
ります。品種によっては丸みを帯びたものや短いもの，色づくと黄色や紫色になるものもあります。トウガ




写真 1　トウガラシ（花） 写真 2　トウガラシ（果実）
写真 4　トウガラシ（ピーマン）（果実）写真 3　トウガラシ（鷹の爪）（果実）
野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —
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ラシは，1493 年，新大陸到達で知られるクリストファー・コロンブス Cristoforo Colombo（イタリア語）が
スペインへ持ち帰ったことによりヨーロッパ全域に広がり，以後，シルクロードを経てインドや中国に伝わり，












別種の C. chinense です。
　薬用としては，秋に赤熟した果実を採取し，陰干ししたものをトウガラシ（蕃椒，Capsici Fructus）とい
い，第 17 改正日本薬局方では，換算した生薬の乾燥物に対し，総カプサイシン（辛味成分の (E )-capsaicin
写真 6　トウガラシ（パプリカ）（果実）写真 5　トウガラシ（ハバネロ）（果実）
写真 7　トウガラシ（シシトウガラシ）（果実） 写真 8　トウガラシ（万願寺とうがらし）（果実）
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および dihydrocapsaicin）を 0.10% 以上含むものと規定し，食欲増進，消化促進，唾液分泌促進などを期待
した辛味性健胃薬として収載されています。また，エタノールを加えて製したトウガラシチンキ Capsicum 
Tincture（腰痛，肩こり，筋肉痛，リュウーマチ，関節炎，神経痛などの皮膚刺激薬）やトウガラシ・サリチ
ル酸精 Capsicum and Salicylic Acid Spirit（局所刺激，育毛，養毛剤）の製薬原料となっています。成分としては，





















ゼなどに唐辛子 1 〜 2 個を包んで入れておくとよいそうです。なお，辛味成分の capsaicin は種子のつく胎座







写真 10　生薬 A：トウガラシ（蕃椒）写真 9　七味唐辛子
写真 12　生薬 C：トウガラシ（蕃椒）写真 11　生薬 B：トウガラシ（蕃椒）
